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日
本
大
学
は
、
学
生
数
並
び
に
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
額
に
お
い
て
、
日
本
最
大
の
学
校
法
人
で
あ
る
。
こ

の
大
学
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
教
職
員
給
与
か
ら
の
源
泉
徴
収
も
れ
等
が
発
覚
し
て
、
教
職
員
組
合
・
学
生

の
追
求
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
「
脱
税
」
・
「
使
途
不
明
金
」
問
題
と
し
て
「
紛
争
」
が
起
こ
つ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
長
年
の
大
学
当
局
に
よ
る
学
生
の
自
治
弾
圧
・
体
育
系
学
生
等
に
よ
る
暴
力
行
為
の
日
常
的
横
行
を
糾

弾
す
る
学
生
の
蜂
起
に
よ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
日
大
闘
争
」
と
し
て
拡
が
つ
た
。 

同
年
九
月
三
十
日
、
学
生
と
理
事
会
の
間
で
「
大
衆
団
交
」
が
開
か
れ
、
経
理
の
全
面
公
開
、
検
閲
・
許
可
制
度

の
撤
廃
、
理
事
の
総
退
陣
等
九
項
目
が
確
約
さ
れ
、
一
た
ん
「
紛
争
」
は
お
さ
ま
る
気
配
を
見
せ
た
。
と
こ
ろ
が
翌

日
の
佐
藤
発
言(

当
時
首
相)

に
よ
つ
て
確
約
は
結
果
と
し
て
反
古
と
な
り
、「
紛
争
」
は
再
燃
し
、
事
態
は
一
そ
う

泥
沼
化
し
た
。
そ
の
上
、
大
学
当
局
は
昭
和
四
十
四
年
一
月
頃
か
ら
機
動
隊
の
導
入
等
に
よ
り
強
権
を
も
つ
て
学 
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こ
の
こ
と
は
、
去
る
六
月
五
日
の
学
生
焼
身
抗
議
事
件
に
見
る
ま
で
も
な
く
、
看
過
し
得
な
い
危
険
性
を
持 

 

ち
、
そ
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

生
を
排
除
し
、
学
部
に
よ
つ
て
は
、
通
称
「
関
東
軍
」
と
呼
ば
れ
る
警
備
会
社
か
ら
雇
用
し
た
警
備
員
等
に
よ
つ
て

学
生
の
出
入
を
厳
し
く
検
閲
・
検
問
し
つ
つ
、
一
方
的
に
授
業
を
再
開
し
て
こ
れ
を
も
つ
て
正
常
化
と
し
た
。
そ

の
間
、
警
備
員
等
に
よ
る
学
生
へ
の
暴
力
行
為
が
頻
発
し
、
特
に
大
学
当
局
の
弾
圧
支
配
機
構
に
根
ざ
す
と
思
わ

れ
る
体
育
系
学
生
・
右
翼
的
団
体
等
に
よ
る
暴
力
行
為
が
跡
を
絶
た
ず
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
に
は
学
生
の
事
故

死
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
育
系
学
生
集
団
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
「
紛
争
」
時
に
大
学
が
闘
争
学
生
に

対
立
・
対
抗
す
る
よ
う
仕
向
け
た
た
め
に
、
警
察
当
局
か
ら
注
意
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
後
も
放
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
大
学
当
局
に
よ
る
学
生
の
自
治
活
動
へ
の
制
限
な
い
し
弾
圧
は

な
お
も
続
き
、
か
つ
て
古
田
日
大
会
頭
が
「
日
大
に
は
学
生
運
動
と
組
合
が
な
い
」
と
宣
伝
し
た
時
代
と
全
く
同

様
、
自
治
会
の
組
織
化
も
許
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。 

四 

 



 

三 

昭
和
五
十
三
年
六
月
五
日
、
千
代
田
区
三
崎
町
の
同
大
本
部
前
の
路
上
で
「
大
学
当
局
の
学
生
弾
圧
に
抗
議

す
る
」
旨
の
意
志
表
示
を
し
て
焼
身
自
殺
を
は
か
つ
た
同
大
法
学
部
学
生
・
鈴
木
俊
博
君
に
関
し
て
、
事
件
の

背
景
と
な
つ
た
同
大
法
学
部
に
お
け
る
学
生
自
治
の
状
況
、
学
部
当
局
の
学
生
「
対
策
」
の
内
容
並
び
に
一
般
に

知
ら
さ
れ
な
い
鈴
木
俊
博
君
の
容
態
等
に
つ
い
て
。 

一 

昭
和
五
十
年
二
月
二
十
五
日
に
、
同
大
商
学
部
学
生
・
中
村
克
己
君
が
京
王
線
武
蔵
野
台
駅
付
近
に
お
い
て

同
大
体
育
系
学
生
集
団
の
暴
力
に
よ
つ
て
負
傷
し
、
三
月
二
十
五
日
に
府
中
市
内
の
奥
島
病
院
に
お
い
て
死
亡

し
た
事
件
の
て
ん
ま
つ
並
び
に
父
母
へ
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
。 

二 

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
二
日
、
都
内
千
代
田
区
三
崎
町
の
同
大
経
済
学
部
「
中
国
拳
法
錬
心
館
」
新
入
生
勧

誘
会
で
、
「
練
習
試
合
」
の
直
後
死
亡
し
た
同
学
部
学
生
・
青
木
雅
彦
君
に
つ
い
て
、
事
故
死
の
て
ん
ま
つ
、
責

任
の
所
在
、
大
学
当
局
に
よ
る
父
兄
へ
の
対
応
、
善
後
策
等
に
つ
い
て
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

 

六 
四 
同
大
農
獣
医
学
部
（
都
内
世
田
谷
区
下
馬
町
及
び
神
奈
川
県
藤
沢
市
亀
井
野
）
に
お
い
て
掲
示
さ
れ
て
い
る

「
告
」
・
「
学
内
指
示
事
項
」
の
趣
旨
と
、
同
学
部
が
昭
和
四
十
四
年
二
月
五
日
付
「
学
部
提
案
」
（
付
「
紛
争
の
経

緯
」
）
に
対
す
る
違
背
の
有
無
に
つ
い
て
。 

五 

同
大
農
獣
医
学
部
（
同
右
）
の
学
生
組
織
「
誠
心
会
」
の
実
態
（
目
的
・
人
数
等
）
に
つ
い
て
。 

六 

同
大
農
獣
医
学
部
に
お
い
て
、
教
職
課
程
履
修
希
望
者
に
予
め
作
文
を
課
し
て
選
別
す
る
理
由
及
び
右
の
こ

と
の
諸
法
規
へ
の
適
合
性
に
関
す
る
学
部
当
局
の
認
識
に
つ
い
て
。 

七 

同
大
文
理
学
部
（
世
田
谷
区
桜
上
水
）
で
は
、
こ
こ
数
年
正
門
を
閉
ざ
し
、
通
称
「
関
東
軍
」
な
る
警
備
員
を
常

駐
さ
せ
て
厳
重
に
学
生
の
出
入
を
検
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ラ
マ
キ
程
度
の
、
学
生
の
自
由
な
活
動
に
も
暴

力
的
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
由
、
そ
の
学
則
上
の
根
拠
、
日
本
国
憲
法
等
へ
の
適
法
性
に
つ
い
て
の
学
部
当
局
の

認
識
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


